
【代表質問通告書】（令和7年12月定例会）

(1) 東九州自動車道について

① 整備の進捗状況と今後の見通しについて

(2) 中九州横断道路について

① 整備の進捗状況と今後の見通しについて

(3) 臼杵港新フェリーターミナルからのアクセス道路について

① 現状と今後の見通しについて

  開かれた市政を目指し、開かれた議会をつくることは住民の願い
であり、市政参画を進める上でも重要なことであると考えます。
地方自治体が住民の市政参画を促進するための情報公開は極め
て重要なことです。特に行政文書については、適切な整理と管理を
行う必要があり、個人情報や国の安全に関わる情報など法律で定
められた「不開示情報」を除き、原則として誰でも公開請求を行う
ことができます。さらに、説明責任を果たし、請求を待つだけではな
く、自治体からの積極的な情報の公開や提供が求められます。
そこで、臼杵市の考えをお聞かせください。

(1) 情報公開制度について

(2) 公文書管理条例について

(3) 議事録・会議録の公開について

  未来を担う子どもたちが日々学び、生活する学校において、施設
の老朽化が安全面、衛生面からも課題の一つとして考えられま
す。
  現在、臼杵市では建設から３０年、４０年を超す施設が多くあり、
外壁等の腐食による落下や天井、床の剥がれ、水回りの不具合
等、安心・安全性に不安があることを聞きます。また、施設内に改
修が必要な箇所がある事も聞きます。
  今後の施設維持や改修における考え方および計画についてお聞
かせください。

(1) 施設維持や改修における考え方について

(2) 施設維持や改修の今後の計画について

1
みらい臼杵
梅田　德男

1. 西岡市政のこの一年に
ついて

2
そらいろ臼杵
平川　幸司

1. 臼杵市を取り巻く広域
交通網について

  西岡市長は、市長ご就任後の本年３月定例会において、「このま
ちの未来への願い、そして誰もが希望を持ち、安心して生まれ育
ち、暮らし続けられるまちを目指して全力で市政に取り組む」との
決意を述べられている。そして、その実現にあたって、３つの柱、
①子育てしやすく働きやすいまちづくり
②臼杵の地域資源の魅力発信
③住み慣れた地域で安心して暮らせるまち
を重点施策として、スピード感を持って進めて行くとされている。
市長に就任されて約１年、これまで取り組んでこられた諸施策やそ
の成果・見通し、諸課題を踏まえ２０２６年における新たな方向性等
についてお聞かせいただきたい。

2.  臼杵市公立学校
の施設について
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3
開かれた議会

をつくる会
河野　巧

1.
開かれた市政に
ついて
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(1) 令和４年４月に策定された臼杵市ＤＸ推進計画の進捗状況につい
てお伺いします。

(2) ＤＸを推進するには、人材の育成や確保が重要であり、併せて、職
員の意識もＤＸ推進へ統一化が必要と考えます。
また、ＤＸを推進することによって、何がどう変わるのか、変えなけ
ればいけない行政サービスの提供の仕方、業務、働き方の改革等
あると思いますが、その内容について、市長の見解をお伺いしま
す。

(3) ＤＸの一環として、本年６月定例会において、『移動市役所』の導入
経費が補正予算として議決されましたが、その目的や具体的運用
方法など市民の皆様にもたらす有効性をお伺いします。

(4) 今後、行政としてＤＸを推進しなければならない理由と今後の計画
についてお伺いします。

(1) 八町大路火災からの復興と臼杵地域における中心市街地活性化
の問題点をお伺いします。

(2) これまでの検討状況と、今後の計画について臼杵市の考えをお伺
いします。

  西岡市長は、今年１月に就任され、今日に至っています。所信表
明で、「リ・スタート・うすき」をスローガンに、３つの施策を重点的に
進め、市民の皆様と共に未来に向けた新たな一歩を踏み出してい
きますと言われました。
  そこで、以下の３点についてお尋ねいたします。

(1) この１年での施策の進捗状況について、どのように捉えているか。

(2) 来年度予算編成の時期ですが、来年度に向けて、重点施策の取り
組みについて。

(3) 独自の事業を推し進めるための財源について、どの様に取り組む
のか。

1. 西岡市政について

4
創政会

大塚　州章

1. ＤＸ推進政策について

5
鴻治会

匹田　郁

2. 八町大路火災からの復
興と臼杵地域における
中心市街地活性化につ
いて


